
2026 年 4 月 28 日 
報道関係各位                      

丸の内ハニープロジェクト実行委員会 
（事務局 一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会） 

プランティオ株式会社 
株式会社バイオーム 

大丸有 SDGs ACT5 実行委員会 

イベント招待のご案内                  

5 月 20 日は World Bee Day（世界ミツバチの日） 

大手町の屋上農園にてミツバチや自然を楽しみながら学べる特別な一日 

「世界ミツバチの日をみんなで感じよう！」 
～屋上養蜂現場・農園の公開や丸の内産はちみつの食べ比べ体験も～ 

日 時：2026 年 5 月 20 日（水）10:00～14:00 （受付後、入退場自由） 

場 所：The Edible Park OTEMACHI by grow （大手町ビル屋上） 

丸の内ハニープロジェクト実行委員会、プランティオ株式会社、株式会社バイオーム、大丸有 SDGs ACT5 実行委員

会の 4 団体は、5 月 20 日の World Bee Day（世界ミツバチの日）を記念して、同日 10:00 より、都会の真

ん中、大手町ビルの屋上にて、ミツバチや自然を楽しみながら学べるイベント「世界ミツバチの日をみんなで感じよう！」

を開催します。 

本イベントでは、ミツバチの巣枠の展示やミツバチに関するクイズコーナー、「丸の内ハニープロジェクト*¹」にて実際

に採集した丸の内産はちみつの食べ比べ、生きもの観察、屋上農園体験、ネクストフラワーの提供などを実施いたし

ます。 

つきましては、メディアの皆様を本イベントへご招待させていただく、ご案内申し上げます。ご参加につきましては以下

＜ご参加のお申込みについて＞をご確認の上、メール（tokyo-omy-pr@kyodo-pr.co.jp）または申込フォームにて

[5 月 18 日（月）14:00] までにお送り下さいますよう、お願い申し上げます。 

※本イベントとは別に、「丸の内ハニープロジェクト 2026」で今月 4 月より毎週木曜日に実施している、大丸有エリアオフィスワーカーに

よる養蜂活動についても、見学・取材が可能です。ご希望の方は備考欄にてお知らせください。 

*¹丸の内ハニープロジェクト 

大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり 3 団体（*）の内の、一般社団法人大丸有環境共生型まちづくり推進協会（以下 エコッツェリア

協会）が事務局を務める「丸の内ハニープロジェクト」では、4 月 9 日（木）より今年度の採蜜活動をスタートいたしました。本プロジェクトで

は、特定非営利活動法人銀座ミツバチプロジェクト指導の下、大丸有（大手町・丸の内・有楽町）エリアのワーカーの方々と共に、毎週

木曜日の午前 8 時４５分より大手町ビル屋上にてミツバチの巣箱のメンテナンス作業や採蜜を７月下旬頃まで実施します。 

2025 年度に 10 年目を迎えた本プロジェクト。すでにプロジェクトを通して採蜜したはちみつがエリアの飲食店・ホテル等で活用されており、

また個人だけでなく企業としての参画も増加するなど、新たなコラボレーションが生まれています。さらに、エリアの生物多様性の保全に向けた

取組として、これまでに、はちみつの花粉 DNA の分析を通して蜜源の調査を行い、まちの植栽の選定に活かす試みを実施したほか、今年

度は就業者・来街者参加型の生きもの調査も予定しております。 

 
（*）「一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会（大丸有協議会）、NPO 法人 大丸有エリアマネジメント協会（リガー
レ）、一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会（エコッツェリア協会）」の 3 団体は連携して大丸有地区のまちづくりを推進してい

ます。 
本資料は本日付で国土交通記者会・国土交通省建設専門紙記者会・農政クラブ・農林記者会・環境問題研究会・環境記者にお届けしています。 
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScia0c7cnW9AvXqDsP8RAVIqI-Wy_Hvuvntcvkwmef9HCzKaw/viewform?usp=publish-editor


5/20(水) World Bee Day（世界ミツバチの日）イベント 

「世界ミツバチの日をみんなで感じよう！」 概要 
【日時】 5 月 20 日 (水) 10:00-14:00 （受付後、入退場自由） 

【場所】 The Edible Park OTEMACHI by grow（大手町ビル屋上） ※雨天時は大手町ビル 7 階ラウンジで実施 

      住所：〒100-0004 東京都千代田区大手町 1 丁目 6-1 

【内容】 ミツバチ・養蜂活動に関する展示、はちみつの食べ比べ、養蜂場見学、生きもの観察、屋上農園体験、じゃがい

も×ハニーの試食、ネクストフラワーの提供（詳細：https://www.ecozzeria.jp/events/env/worldbeeday-

260520.html） 

【開催者情報】  
共催：丸の内ハニープロジェクト実行委員会、プランティオ株式会社、株式会社バイオーム、大丸有 SDGs ACT5 実行委員会 
協力：アスコット丸の内東京、ＳＭＢＣ日興証券株式会社、ザ・ペニンシュラ東京、デロイト トーマツ グループ、アマン東京、株式会社

大丸松坂屋百貨店 大丸東京店、株式会社東京會舘、東京共同会計事務所、パレスホテル東京、株式会社日比谷花壇、
三菱地所ホテルズ＆リゾーツ株式会社 丸ノ内ホテル、三菱電機株式会社、L’ABEILLE 株式会社 

後援：千代田区 

「丸の内ハニープロジェクト 2026」 ワーカーによる養蜂活動の見学・取材について 

【日時】 4 月～7 月までの毎週木曜日 ※雨天時やはちみつの溜まり状況が悪い場合は延期となる週もあります。 

【場所】 大手町ビル屋上 

～見学日の想定スケジュール～ 

08:15～ 受付開始、8:30 頃屋上に移動 

08:45～ 一般の参加者（エリアワーカー）とともにプロジェクトの説明 

08:50～ 採蜜活動の見学 

11:30 頃 終了予定 

※当日の状況にもよりますが、10 時頃には一通りの活動はご見学いただける予定です。また、随時ご退場いただけます。 

※天候や巣箱の状況により中止する場合があります。前日 15 時頃、お申込みいただいた方へ代替日のご提案と共にご連絡いたします。 

■採蜜活動の様子 
 
 

 

 

 

 

 

＜ご参加のお申込みについて＞ 
ご取材いただけます場合には、お手数ですが [5 月 18 日（月）14:00] までに PR 事務局（tokyo-omy-pr@kyodo-

pr.co.jp）または申込フォームにてお申込みください。また、ワーカーによる養蜂活動について見学・取材をご希望の場合には、

備考欄にてご希望日をお知らせください。 

【申込フォーム】 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScia0c7cnW9AvXqDsP8RAVIqI-Wy_Hvuvntcvkwmef9HCzKaw/viewform 

 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先 
大手町・丸の内・有楽町地区街づくり PR 事務局 共同ピーアール㈱ PR アカウント第 3 本部 第 4 局 2 部 
担当：内山・大木   
TEL：03-6260-4861  FAX：03-6260-6653 
E-mail：tokyo-omy-pr@kyodo-pr.co.jp  

③巣枠の「蜜ブタ」を切り落とす作業 ②巣枠からミツバチを離し糖度を測る 

④遠心分離機内に巣枠をセット ⑤遠心分離機を回転させる ⓺採蜜完了 

①巣箱から巣枠を取り出す作業 
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＜参考資料＞ 

丸の内ハニープロジェクトについて 
丸の内ハニープロジェクトは、大手町・丸の内・有楽町（大丸有）

エリアで展開している都市養蜂プロジェクトです。2016 年 7 月に

「丸の内ハニープロジェクト実行委員会」を設立。都市養蜂を通じ

たコミュニティを築くとともに、エリアの豊富な自然と共生する環境都

市・健康都市を目指すまちづくりの取り組みとしてスタートしました。

大丸有エリアのビルの屋上でミツバチを育てながら、様々な企業の

就業者の方々と一緒に採蜜活動を行い、とれたはちみつはエリア

内の飲食店やホテル等で活用されるほか、食物販売店等とのコラ

ボレーションによる商品化も進んでいます。また、養蜂を通じた環境

教育や蜜源調査をまちの植栽に活かすなど、生きものにとっても優

しいまちづくりを目指す試みなども進めています。 

 

▼丸の内のはちみつ／丸の内ハニーについて 

大丸有エリアはミツバチの行動範囲である半径 2～4km 圏内に豊富な街路樹や緑地のほか、広大な皇居や日比谷公園な

どもあり、多くの蜜源が存在するため、上質なはちみつづくりを実現しています。 

2025 年度は約 800kg のはちみつを採取しました。 

 

▼丸の内ハニープロジェクトの詳細はこちら： 

https://ecozzeria.jp/topics-omy/daimaruyu/MarunouchiHoney.html 

【丸の内ハニープロジェクト実行委員会会員】 

実行委員長： 一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 都市機能部会 

委員： 一般社団法人 大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 都市運営・プロモーション部会 

  特定非営利活動法人銀座ミツバチプロジェクト 

  NPO 法人 大丸有エリアマネジメント協会（リガーレ） 

  一般社団法人 東京ステーションシティ運営協議会 

  一般社団法人 日本工業倶楽部 

  三菱地所株式会社 

  三菱地所プロパティマネジメント株式会社 

  一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会（エコッツェリア協会）＜事務局＞ 

エリアの飲食店・ホテル等とのコラボレーション 

採蜜したはちみつは、エリア内の飲食店やホテルでの食材への活用、マルシェでの販売、そしてはちみつ専門店や手土産品店と

のコラボレーションによる商品化が進んでいます。 

丸の内はちみつを利用した商品は、現在以下の店舗でご購入いただくことができます。 

https://ecozzeria.jp/topics-omy/daimaruyu/MarunouchiHoney.html


自然と共生するまちづくりに向けて 

ミツバチがどのような植物の花を蜜源としているのかを調査するため、はちみつ中に含まれる花粉の DNA 分析を実施して

います。これまでの調査結果から、季節によって、また養蜂場の場所によっても、ミツバチが蜜源としている植物が大きく変

化していることが分かってきました。 

2025 年度には、このような調査結果を活用して、ミツバチをはじめとしたポリネーター（※）の食糧が少ない時期に蜜

源となる植物を選定し、まちの植栽に反映する実証実験を実施しました。 

また、2026 年度は、後述するスマホアプリ（Biome）を使った就業者・来街者参加型のポリネーター調査を実施し、よ

り面的にエリアのポリネーターの訪花状況に関するデータを集めていきます。 

 
※ポリネーター：ミツバチやチョウ、甲虫、鳥類などの花粉を運ぶ生物のこと。植物の受粉に重要な役割を果たす。 

 

はちみつ中の花粉 DNA 分析結果（2025 年度） ポリネーターに配慮した植栽を試験的に設置した事例 

 

生きものコレクションアプリ 「Biome（バイオーム）」 を活用した 

ポリネーター調査の実施 

エコッツェリア協会主催で、生きものコレクションアプリ 「Biome」 を使ったポリネーター調査を実施します。 

本調査では、参加者にポリネーターの写真を投稿していただくことで、大丸有エリアにおけるポリネーター及びポリネーター

が訪れる植物の情報収集を行います。収集したデータを活用し、今後の大丸有エリアの植栽の検討につなげていきます。 
 
【期間】 2026 年 5 月 20 日～11 月 30 日 
【対象エリア】 大丸有エリア 
【参加方法】  
スマホアプリ「Biome」をダウンロードし、対象のいきものを投稿してください。ミッション対象のいきものや探すポイントは、アプリ内クエスト「花に
集まる虫を撮って調べよう！ポリネーター観察クエスト in 大手町・丸の内・有楽町」にてご紹介しています。 
※アプリでの参加登録は不要です 

 


